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子ども食堂支援

活動場所

取組テーマ

協働者

協働者名

：子ども食堂もくきち、札幌市立信濃小学校

：⑥地域のコミュニティ

：①企業, ④学校, ⑤行政

：JAグループ北海道、北海道教育庁、北海道教育大学

JAグループ北海道、北海道教育庁、北海道教育大学、北海道コンサドーレ
札幌の４者で意見交換した際、「こども」をテーマとした活動で何が
できるのかを話合い、行き場のない子供達のための「居場所」と
「学びの場」として増加している「子ども食堂」の運営主体をサポート
する取り組みを実施することにした。 それぞれ得意分野があり、食育は
JAグループ北海道、徳育は北海道教育委員会、知育は北海道教育大学、
体育は北海道コンサドーレ札幌が担当し、子供の健全な成長と住み良い
地域社会の創造に貢献する活動を展開する。

活動で工夫した点

食育を担当するJAグループ北海道は食育講座やかかし作り体験、食材の提供、
徳育を担当する北海道教育庁は図書の貸出しや読み聞かせ（大型絵本、
エプロンシアター、紙芝居等）、知育を担当する北海道教育大学は学生による
宿題等の学習支援、体育を担当する北海道コンサドーレ札幌はサッカー教室や
バドミントン教室を開催し、それぞれの強みを生かした活動を毎月行っている。

活動で大変だった（苦労した）ポイント

北海道内に１００を超えるこども食堂があり、支援するこども食堂の選定に
難しさを感じた。４者が支援できる内容を基に、北海道こども食堂ネットワークが
選定した数か所を視察し、最終的に札幌市厚別区にある子ども食堂「もくきち」に
決まった。

クラブや地域の活動後の変化

子ども食堂を利用する子供達が増えた。（ご飯を食べずに遊びに来る子供達も
含めて） 共働き世帯や貧困世帯の子供達がご飯を食べるだけの場所ではなく、
地域のコミュニティーの場となっている。

協働者の声

この４者で一緒に取り組むことができて良かった。子供達の笑顔や楽しそうな
姿は勿論のこと、地域ボランティアの方々からもたくさんのお礼の言葉を
いただいた。これからも続けていきたい。

参加者の声

一緒にサッカーや宿題ができて楽しかった！優しいお兄さんやお姉さんと遊ぶ
ことができて嬉しかった。毎回遊びに来てね。

活動の「ここぞ！」というPRポイント

４者がそれぞれ持っている想いと強みを生かすことによって、子供達の学力や
体力の向上、食に関する理解、健全な育成について同時に取り組むことができる。

補足

４者でこども食堂支援に関するモデルケースを作り、最終的には北海道内の
それぞれの地域でこども食堂を支援できる仕組みを作る予定。





ヴァンラーレ八戸農業支援

活動場所

取組テーマ

協働者

協働者名

：八戸市南郷

：交流人口・関係人口の増加

：企業

：株式会社MISTsolution

2018年に青森県から農業の担い手不足を選手・スタッフがお手伝いし、労
働力の確保・事業PRとして活動しました。翌年、クラブのスポンサーでも
ある株式会社MISTsolution（本拠地：東京）が八戸市内での農業事業を企
画することとなり、2019年春ごろから活動が始まりました。
八戸市南郷にある農地を活用し、ブロッコリーやピーマン、ミョウガ、ト
マトなどを栽培をし、10月には選手とサポーターと株式会社MISTsolution
役員、地元農家の方々と共に、ニンニクの植付けを実施し、ともに交流を
深め、2020年6月ごろに収穫を迎える予定となっており農業活動実施を行っ
ています。

活動で工夫した点

ゼロベースから始めるとクラブの力だけではどうにもできないため、株式会社
MISTsolutionの方で、農業担当の雇用を、我々は地元の農家のツールを掴んで農
地を選定し、最初は野菜をホーム会場で販売し、関心を持ってもらうところから
始めました。その後、ニンニクの植付けイベントとして選手とファンの交流の場
を持って大掛かりな植付け作業をイベント参加者で労働力を補完するなど、お互

いが楽しめるように工夫しました。

活動で大変だった（苦労した）ポイント

天候に左右されるものが多々あることと時期があるので、関心が途切れないよう
に、定期的に野菜販売等実施するタイミングなどの調整は苦労しました。

クラブや地域の活動後の変化

活動を通じて選手が収穫した野菜を求めてくれる人が増えました。また、ニンニ
クの植付けイベントに参加したファンの方は今年の収穫を楽しみに待っているよ
うです。パートナー企業もこの活動を知っていて、良い地域貢献活動をしてる
ね！と好評です。

協働者の声

株式会社MISTsolution田代さん 地域密着クラブの活動として、サッカークラブが
サッカーはもちろんサッカー以外のことを積極的に実施することは非常に地域に
とって良いことだと思います。 またこの活動をファンやサポーターの方々と共有
することで、農業やクラブや選手に対する理解もより深まることも、良いことだと
感じています。

参加者の声

ニンニクの植付けのイベントに参加した親子 選手と一緒に植付けできて楽しかっ
た。収穫するときもまたイベントとしてやってほしい。

活動の「ここぞ！」というPRポイント

収穫した野菜は試合会場で可能な限り販売しています（時期によりますが）。
ちなみにピーマンは【谷尾のピーマン】として販売し、即完売。

補足

【スタミナ源たれ】という商品と2019年秋にコラボを実施して【スタミナヴァンた
れ】という特別ラベルにてホーム開幕戦に販売を予定していますが、6月に収穫予定
のニンニクをヴァンたれに入れて、リニューアルをして販売企画中です。





繋地区との繋ぐ力

活動場所

取組テーマ

協働者

協働者名

：岩手県盛岡市繋地区

：⑥地域のコミュニティ

：③住民, ④学校

：盛岡市立繋小学校・中学校、つなぎ温泉観光協会

盛岡市繋地区は選手寮があった場所で、地域の方々には食事の提供、
温泉にも入浴させていただくなど様々なサポートを受けておりました。
現在、選手寮はなくなってしまいましたが、元々のご縁もあり繋地区の
みなさまとは様々なイベントを通じて交流を深め、地域の活性化に繋げて
います。例えば2019年には地区の小学校・中学校の運動会にトップチーム
の全選手が参加しました。繋地区でも生徒数が年々減っており残念ながら
2019年度で中学校が閉校になります。少しでも中学校での思い出を残して
もらおうと選手達が参加しました。 他にもペンキ塗りを手伝ったり
ハンギングバスケットを作ったりなど地域の景観を守る作業にも取り
組んでいます。

活動で工夫した点

地域貢献が第1の目的ですが、繋地区の方々に選手達の名前を覚えてもらうこと
にも力を入れました。例えば子供達と一緒に活動する場合はニックネーム入りの
オリジナル名札を作成し、コミュニケーションを取りやすいようにしました。
他にもハンギングバスケット作りの際にもそれぞれのオリジナリティーを発揮
しながらバスケットを作成したうえで名札を加え、選手たちの特徴を覚えて
いただきました。

活動で大変だった（苦労した）ポイント

スケジュールの調整に苦労しました。例えば上記の運動会参加ですが、次の日に
ホーム戦を控えておりました。全部に参加するのは難しくとも10分、15分でも
参加できるよう調整いたしました。

クラブや地域の活動後の変化

選手達は繋地区の方々と活動を共にするたび、いかに自分達が地域の人に支え
られているか、いかに自分達が地域の人々に活気を与えているかを自覚するように
なりました。 またペンキ塗り、ハンギングバスケット作成により、地域の景観が
整い地域の雰囲気が明るくなりました。

協働者の声

つなぎ温泉観光協会様の声：繋地区は観光地なので、選手・スタッフの方々に
協力いただいたペンキ塗り、ハンギングバスケット作りのおかげで景観が保たれ、
観光客のみなさまに喜んでいただきました。

参加者の声

選手達と一緒に運動会ができて楽しかったです。プロの選手からボール取るのは
難しかったですがいい思い出になりました。今度スタジアムに選手達を応援に
行きたいです！

活動の「ここぞ！」というPRポイント

繋地区の皆様とは様々な活動を行っていますが、どの活動も１度だけではなく
定期的に行っています。特に地域の子供たちとの交流を絶やさないため、
引き続き小学校の運動会の参加、また別の活動も模索しております。

補足

-





ベガルタキッズラボ
Ｅｎｊｏｙシェイプアップ

活動場所

取組テーマ

協働者

協働者名

：宮城県立こども病院、各小学校、児童館、障がい者施設など

：健康／ＳＩＢ

：企業／ＮＰＯ／学校／行政／医療機関

：宮城県保健福祉部健康推進課、宮城県立こども病院、各小学校、

各児童館、パートナー企業各社

宮城県は「メタボリックシンドローム該当者および予備群」の割合が、都道府
県別で全国ワースト３位と高く、県民の課題になっています。 また、子ども世
代においても、肥満傾向児の出現率が５歳で全国１位、９歳、１０歳で全国３
位と例外ではありません。
そこで、地域の課題解決に取り組むべく、当クラブでは小学生を中心に『ベガ
ルタキッズラボ Ｅｎｊｏｙシェイプアップ』を展開しています。重視している
のは、楽しみながら体を動かすことです。プロサッカークラブのメソッドを生
かし、ボールを使った運動やベガルタチアリーダーズとのダンスはもちろん、
借り物競争や玉入れなど、運動会のような要素を柔軟に織り交ぜています。
できる、できないが目的ではありません。汗を流す喜びを体感し、運動が苦手
な子どももまずはＥｎｊｏｙ！！！

活動で工夫した点

サッカーだけでなく、チアダンスやリレーなど、さまざまな運動を取り入れながら、
個人の運動レベルや身体的、精神的障がいの有無にかかわらず、すべての子どもたち

が楽しめるバリアフリーの場を創出しました。

活動で大変だった（苦労した）ポイント

親子で楽しめることをポイントとし、サッカー以外のスポーツの要素を取り入れ、日常
とは違った形のコミュニケーションを実現し、家族の絆を深めることを重視した内容を

確立した。

クラブや地域の活動後の変化

宮城県の保健福祉部との関係構築に伴い、県が制作したウォーキングアプリへクラブマ
スコットが採用されました。宮城県立こども病院においては、肥満外来における治療カ

リキュラムの一環としても採用いただいております。また、本事業に企業、団体からご

賛同をいただき、クラブをハブとして企業と自治体を巻き込みながら、官民が一体とな
り課題解決を推進しています。

協働者の声

宮城県立こども病院で肥満外来を担当する医師から、「県内の子どもの１０％は肥満。
食事、運動、生活習慣の３つで治療をするが、運動の部分が一番弱い」と話がありまし

た。本事業の目的を説明する調整会議で、「まさに求めていたこと、ナイスゴールです

ね」と期待のお言葉をいただきました。当日は同医師だけではなく、看護師やスタッフ、
県職員の方も参加し、親子にとどまらず協同の輪が広がりました。

参加者の声

「お父さんとサッカーができて楽しかった」、「初めてのダンスが難しかった」という子ど
もたちの声に加え、保護者の方からは「子どもの諦めない姿が見られた」、「みなで協力し

ている姿に感動した」との声をいただきました。担当医の方も「ご家族も一緒に参加いただ

きかなりの人数となったことにより、とても賑やかで楽しく過ごせました。 みなさん笑顔
でお帰りいただいたことが何よりの証であり、収穫です」と手ごたえを感じられていました。

活動の「ここぞ！」というPRポイント

当日は子どもたちの笑顔が多く見られ、親子の交流やスタッフの参加など、いろいろな
垣根を越えて、すべての人が笑顔で一体となる瞬間であふれていました。

単年の事業ではなく、５年、１０年と継続し県民の課題である「脱メタボ」に取り組み

ます。

補足

当クラブは、地域のみなさまの想い、３３万２千名の署名が集まり、スタートした市民
クラブです。東日本大震災の被災地クラブとして「希望の光」を放ち、地域とともに復

興へと歩み続ける強い決意を持っています。クラブ創立２５周年を経て昨年、こころも

からだも健康で、多様性に富んだ豊かな社会づくりを目指し
「ＫＩＺＵＮＡ未来プロジェクト」を立ち上げ、本事業もその一環となります。





福＋（ふくたす）プロジェクト
~秋田に「福の輪」を~

活動場所

取組テーマ

協働者

協働者名

：・ソユースタジアム ・秋田市茨島体育館

・秋田市スポーツ科学センター ・秋田市役所センタース

：③持続可能な地域づくり⑤健康/SIB⑥地域のコミュニティ

⑦交流人口・関係人口の増加⑨スポーツ観戦を生きるチカラに

：①企業, ④学校, 各種地域スポーツ協会

：・中央大学FLP小林勉ゼミナール・秋田市グラウンドゴルフ協会

・秋田県８人制バレーボール連盟・常葉大学准教授今村貴幸教授
・国立大学法人秋田大学・ワタナベ整骨院院長渡部真吉先生
・中央大学学員会秋田県支部・朝日綜合株式会社

当クラブは世界で最も高齢化率の高い秋田だからこそ、世界に先駆けて社会課題
解決に取り組んでいます。その中でも中央大学FLP小林ゼミと協働し、以下２つの
社会課題解決に向け2014年より活動を行っています。①地域コミュニティの
機能が減退→交流機会の創出による繋がりの構築②高齢化による社会保障費増大→
運動・試合観戦機会の創出による健康寿命延伸 具体的には東京の学生が主体となり、
高齢者を対象にしたスポーツイベントを開催し、運動機会・多世代交流の機会を
創出しました。また運動することが困難な高齢者に対しても、eスポーツや試合
観戦が健康・生きがいになるということを心拍数の変化や心理状態の変化から
実証しました。

活動で工夫した点
運動することが困難な高齢者に対してeスポーツ・試合観戦の機会を提供したことです。
eスポーツを誰でもできるバリアフリーなスポーツとして、eスポーツ講演会を開催
しました。体験前後の心拍数の変化からeスポーツに軽強度の運動効果があることが判明し、
健康促進ツールとしての可能性を見出しました。また試合観戦においてもTDMS-ST調査
より、観戦前後の心理状態の変化からフレイル予防につながることが判明しました。

活動で大変だった（苦労した）ポイント

活動を進めていく中での各関係者との利害関係の調整です。一例として、イベントの
運営面でご支援いただく方と広告・景品協賛のスポンサー企業との間での参加者募集対象の
相違です。特に、参加者に求める競技志向やエンジョイ志向、年齢層など、各関係者の
想いや狙いがあったからこその衝突でした。そこでクラブ・学生が仲介役として話し合いの
場を多く作り関係者・参加者にとってHappyとなる施策を打つことができました。

クラブや地域の活動後の変化
学生：活動の中で困難な壁にぶつかり・越えていくことで、苦しさや嬉しさ、達成感を感じ、
大きな成長を実感 イベント関係者：メディアに取り上げられ認知度も年々拡大しているため、
共感度が増大し助言も熱を帯びる 参加者：6年の蓄積で普段からスタジアムに足を運び試合
観戦をする方が増加 地域の雰囲気：毎年参加してくださる方も多くおり、プロジェクトを
通して「福の輪」が広がり地域に根付いた活動になっていることを実感。

協働者の声
中央大学FLP小林勉ゼミ プロジェクトリーダー野澤さんの声：
毎年主体となる学生が変わる中で、6年目のメンバーとして参画させていただきました。
参加してもらうからには必ず笑顔で帰っていただきたい、という想いのもと半年間にわたり
入念に準備を重ねました。準備を進める段階で気付いたことは、毎年このプロジェクトを
楽しみにして下さっている方々がいらっしゃるということです。サッカー観戦とはほど遠い
対象であった高齢者の方々とスタジアムを結ぶこのプロジェクト。当日はあいにくの荒天
でしたが、別の形でイベントを楽しみ、試合観戦を行いました。応援が通じたのか、勝利が
決定した時は、参加者の方と手を取り合って喜びました。スタジアムと高齢者、高齢者と
高齢者、若者と高齢者、ありとあらゆるものを交流させるこのプロジェクトに携われた
ことは一生涯の誇りです。

参加者の声
上記「eスポーツ講演会」に参加した方※取り上げていただいたABS秋田放送より抜粋 ・
「孫がやっていると『あまりやらないで』と言っていたのが、『あ～いいんだ』って今
思いました」 ・「笑ってできるスポーツなのですごく楽しんでできると思いました」
その他スポーツイベント参加者の声： ・「来年も必ず参加します」 ・「東京の学生が秋田で
活動してくれて本当に嬉しい」

活動の「ここぞ！」というPRポイント
クラブのリソースを活かし東京の学生が主体で活動しており、年々関係人口の濃度が濃く
なっています。またクラブ中心の「学生・イベント支援者・協賛企業・参加者」など関わる
全ての人がHappyになることです。

補足
この活動では、クラブのリソースを学生に有効活用してもらうべく、クラブと学生のマインド
セットをする必要がありました。そのため毎年変わる主軸学生の想いに耳を傾け、目指すべき
目標や理念の統合に注力しました。またこの活動は、①秋田（住民含め）：社会課題の解決
②クラブ：高齢者層のファン獲得や地域に密着したクラブに③学生：社会課題解決に机上
ではなく現場で活動できるという三者以上にベネフェットが生まれています。





TEAM MATES事業

活動場所

取組テーマ

協働者

協働者名

：NDソフトスタジアム

：⑤健康／SIB

：①企業, ②NPO

：NPO法人Being ALIVE Japan

長期療養が必要な子供をクラブの一員、チームメイトとして迎え入れ、
児童の身体条件とチーム活動での目標のJ1昇格という目標に合わせて、

選手やスタッフをサポートしながら社会復帰を目指す活動です。

活動で工夫した点

初めは、選手・チームスタッフ・フロントスタッフ・サポーターに存在を
知ってもらう為に、チームの練習参加・試合前のロッカー準備・クラブ主催
イベントで司会を務めることで長いシーズンを一緒に戦う一員として認知させる

ことができました。

活動で大変だった（苦労した）ポイント

活動する上で、「呼ばれたから」「誘われたから」という流れ作業にしてほしく
なかった為、練習の時にはドリンクを作る、試合の日にはロッカー作成など
ルーティーンを作ってあげることで、児童が主体的に行動できる環境を作ること。

クラブや地域の活動後の変化

選手・スタッフ・サポーターから名前を覚えてもらい、直近ではサポーターか
らファンレターをいただくまでになりました。これは、クラブとしても活動
させる上で児童のファンを作り、輝く場所を作ることができ、チームに関わる
人たちの心が温かくなる場面が増えた。

協働者の声

NPO法人Being ALIVE Japan北野様:引き続きサポートできるお手伝いができたら、
本人にとっても大きなモチベーション、チーム一丸の感覚を持てるのではと思って
おります。

活動の「ここぞ！」というPRポイント

会社全体で取り組むことができ、この活動が他のスポーツへ繋がり、より多くの
子供たちに夢を与えられる活動になればいいと思います。

補足

-





福島県産農産品生育、販売PR活動

活動場所

取組テーマ

協働者

協働者名

：大野農園／安斎果樹園／カトウファーム／鈴木農園／

渡辺果樹園／株式会社いちい／福島県／福島市 他

：②防災・震災復興

：⑤行政, 県内農家

：大野農園／安斎果樹園／カトウファーム／鈴木農園／

渡辺果樹園／株式会社いちい／福島県／福島市 他

東日本大震災による原発事故の風評払拭活動としてスタート。現在はりんご、
桃、お米、ぶどう、洋梨を生育している。県内農家さんとのコラボ事業として、
果物の木オーナー制度の活用や田んぼを買取り、選手とスタッフで生育する。
サッカークラブが農作業に取り組む姿をメディアを通して全国に発信することで、
サッカーに興味が無かった方にもクラブとして取り組んでいる活動を知ってもらう
きっかけとなり、風評の払拭はもちろん福島県産品のPRとして広く発信できる
ものだと考える。生育した農産品はWEBでの販売のほか、アウェー会場や提携
している湘南ベルマーレの試合会場を中心にブースを出店して販売している。

活動で工夫した点
桃の生育で言えば、大きな作業で年間5回行っている。花が咲く前に摘蕾、花を摘み取る
摘花、果実の量を調整する摘果、収穫前に反射シート敷き、そして7月末～8月初旬に
かけての収穫。単なる収穫体験ではなく、ガチンコで作業を行う。年間作業を通して
農家さんとの関係を築き、地域に根ざしたクラブとして、選手と県民の方との接点
（ニュースや新聞で見る機会、サッカーだけではない活動）を増やす。

活動で大変だった（苦労した）ポイント
屋外での活動のため天候に左右されることと、果物によっては作業時期が限られており、
選手のスケジュール調整が難しい時がある。また、5種類の農産物で年間活動回数が約30回
あるため、作業時期がかぶる時など選手への依頼も続いてしまうことがあるが、クラブとして
力をいれている活動のため、強化部にも理解してもらっている。

クラブや地域の活動後の変化
選手にとって福島のクラブに来た意味を理解してもらう良い機会だと思っている。ほとんどの
選手が初めての経験のため、農業と福島県の実情（東日本大震災）についての認識を高める
意味もあり、クラブ全体で積極的に取り組む姿勢ができている。

協働者の声
Jリーグ所属のプロサッカー選手が農業を一緒に行うことで、サッカーファンを中心に
「果物」「農業」に対しての認知が高まっていると感じる。農業＝古いというイメージ
ではなく、クラブを通して、農業は素晴らしいもの、福島県産品の魅力発信ができている。
農家とサッカーチームという異業種で連携を図ることで新しいお客様への購買にも繋がり、
チームはさらに別の農家との繋がりも生まれる。（大野農園：大野さん）

参加者の声

この活動の参加者＝選手にとっては、福島のクラブとしての活動事業と福島県への理解を
高めてもらっている。クラブとしてこの活動を「農業部」という部署を設け、選手の中には
「農業部部長」として毎回参加している選手もいる。「ここまで農業に力をいれている
クラブは無い。福島のサッカーチームだからこそできる。貴重な経験になる」との声が多い。

活動の「ここぞ！」というPRポイント

生育する農産物の販売とアウェー等での物販を合せて収入面の1つとしている。ボランティア
ではなく、しっかりと売上をあげる仕組みができているのでその場限りではない継続した
活動ができていること。

補足
福島県産品のPR・販売について言えば、基本的にはアウェー会場での販売に留まっているが、
ホームタウン担当間や東北クラブとの繋がりで昨年は大宮、仙台へのブース出店も実施した。
シャレンの活動としてご理解いただけるのであれば、J1～J3カテゴリーを超えて今まで
行けていない地域にも拡大したい。


